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１１月の俳句 たそがれの音ともならず冬の雨
船越 美喜

寒い日もありましたが、穏やかな晴れの日が続き、日が差すと教室はとても暖かく感じます。
近隣の学校ではインフルエンザや感染性の胃腸炎などで、学校を休む生徒がでているそうです
が、本校では欠席や体調不良の生徒も少なく、落ち着いた生活を送れているのがなによりです。
しかし、油断は禁物です。普段からうがいや手洗いなど、できる予防を心がけましょう。１２
月に入っても、学校全体として健康な生活が続くよう期待しています。
また、１１月２５日（土）の授業参観、保護者会、学年部会では大変お世話になりました。

親子学びあい教室（携帯電話講習会）、小中一貫教育推進に関する地域・保護者説明会もあり、
盛りだくさんの内容でしたが、参考になればありがたいです。

１ 親子学びあい教室（携帯電話講習会）

講師に合同会社ロジカルキットの下田太一先生をお呼びし、親子学びあい教室として携帯
電話講習会を行いました。携帯電話やスマートフォンを利用した LINE や Twitter など SNS
の誤った理解により、社会的な問題が多く起きています。実は下田先生は２年前にも、本校
で生徒対象に携帯電話講習会を開いてくださっています。１度話を聞いている３年生のため
に、前回とはまったくちがった切り口で話をしてくださいました。スマホはいけないという
断定でなく、中学生としてどう考えたらよいのかを、映像を使って考えさせてくれました。
特に猿に銃器を持たせた映像から、我々は文明の利器を使いこなすために、充分な知識と理
解が必要であると感じた生徒が多いのではないでしょうか。謝辞ではテクノロジーがどんな
に発達してもそれを使うのは人間であり、人間としての心の持ち方が大切だと話をさせても
らいました。本校の生徒が、誤った使い方で嫌な思いをすることがなくなることを期待して
います。また、「スマホはいつから持ったらよいか？」という質問に対して、本校の生徒は
中学校卒業後や高校卒業後と手を挙げた生徒が多くいて、早くから持てばいいと考えている
のではないこともすばらしいと思いました。

各学年の授業の様子 左から １年、２年、３年

ロジカルキットの下田太一先生の講話

学校だより



２ 交通安全作文コンクール知事賞作品を掲載します

親からもらった人生最大のプレゼント
下野市立南河内中学校２年 渡邊陽奈

私の祖父は交通事故で亡くなった。それは私が小学校２年生のときだった。祖父はお米の
出荷途中に交差点で事故にあった。そこは祖父側に止まれの標識がある交差点だった。祖父
は一時停止をしようとブレーキを踏んだ。だが、車は止まらなかった。スピードが出ていた
のだろうか。車はそのまま相手の車に突っ込み、祖父の車は横転してしまった。祖父はすぐ
病院へと運ばれた。私は後から祖母と妹といっしょに病院に駆けつけた。そこには血だらけ
で私が今まで見たことのない姿の祖父がいた。私は数時間前まで話していた祖父が変わり果
てていて、すぐには状況が把握できなかった。私は、だんだん何が起きたのかがわかってき
た。
「じいちゃん、頑張って。」
と、声をかけると今まで止まっていた心電図が少しだけ動いた。当時、幼かった私でも心電
図が止まっているということはもうダメだということぐらいは知っていた。私は何度も何度
も祖父の名前を呼んだ。大のおじいちゃん子だった私は大好きな祖父が返事をしない姿を見
て涙が止まらなかった。神頼みもした。
祖父は打ち所が悪く、病院の先生に手術はできないと言われてしまったそうだ。祖父は事

故から３時間後、多くの機材と駆けつけたたくさんの人に囲まれて永遠の眠りについた。私
は交通事故の恐ろしさを改めて感じた。
この事故があってから、同じ事がまた起きることのないよう家族一人一人が「車ではシー

トベルトを必ずする」、「交差点では車が来ていなくても左右を確認する」など、これまで以
上に気を付け、忘れている人がいたら呼びかけ合うようになった。
交通ルールを守らなかった人は悪い。それは誰もがわかっていることだ。しかし、その人

だけを悪いと言うのではなく、一人一人が注意しながら生活すれば、少しでも事故は減るの
ではないだろうか。
命とは、親からもらった人生最大のプレゼントなのだ。お金をどんなに持っていても買う

ことはできない。そんな人生最大のプレゼントは一度きり、ひとつだけしかもらえない。誰
もが、交通安全に気を配ることが大切だ。「自分は大丈夫」と思っている人が一番危険。祖
父のように「少し気を付けていれば助かったかもしれない」という事故はたくさんある。こ
んな事故が起きてしまってからでは手遅れなのだ。
私は、祖父の交通事故を通して、交通ルールの重要さと命の大切さを改めて感じた。事故

のない社会にするために、一人一人が交通安全について考える。そして、気を配り行動でき
るようになればよいと思う。
親からもらった大切な命。それを、一瞬の交通事故で失うことのないように、これからも

交通安全に気を配り、生活していきたい。

３ 生徒会子ども未来プロジェクト

１１月１８日（土）下野市役所で、市内４校の中学校
の生徒会の代表生徒により子ども未来プロジェクト交流
会が行われました。各校での取り組みを紹介しあい、市
内４校の生徒会の交流を深めることが目的です。あいさ
つ運動やいじめの撲滅、小中学校の交流について、活発
な話し合いが行われました。この活動のまとめは１月２
７日（土）の下野市教育の集いで発表されます。

４ １２月・１月の予定 １月 ９日（火）後期再開
１０日（水）学年集会

１２月 ５日（火）実力テスト（全学年） １２日（金）俳句会
６日（水）人権集会 １７日（水）生徒会朝会
１０日（日）南河内一周駅伝 教職員全体研修のため午前中授業
１２日（火）新入生保護者説明会 ２４日（水）全校朝会（表彰）
１４日（木）１年理科校外学習 ２５日（木）３年学年末テスト１日目

（つくばエキスポセンター） ２６日（金）３年学年末テスト２日目
２５日（月）休業前全校集会 ２７日（土）下野市教育の集い

２６日（火）～１月８日（月）冬季休業 ３１日（水）全校朝会


